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　がん薬物療法剤は，化学療法剤，ホルモン療法剤，
分子標的薬と合わせて，現在では 150 種類を超える数
となった．さらに，これらの薬剤は単剤で投与される
のではなく，複数の薬剤を組み合わせて，「レジメン」
として投与される．
　がん薬物療法専門医が不足している日本では，まだ
まだ，がん薬物療法の標準治療がきちんと行われている
とは言い難い状況にある．「エビデンスに基づく標準治
療の実践」は日本における長年の課題である．がん薬物
療法のレジメンとその対応マニュアルは，病院ごとに作
成・管理されるものであり，各病院のノウハウが詰まっ
たものである．優れたレジメンマニュアルは，専門医
の多い病院では，作成するのはたやすいことであった
と思われるが，専門医がいない，少ない病院では，きち
んとしたレジメンマニュアルを作るのは困難であった．
　この『がん化学療法レジメン管理マニュアル』は，
日本でも有数のがん専門病院の薬剤師が中心となって，
これまであまり公開されることのなかった各病院のノ
ウハウが詰まったレジメンマニュアルをコンパクトに，
標準化，公開してくださった．このような本は，一般
病院にとっては，喉から手が出るほど欲しかったので
はないか．
　このマニュアルの優れているところは，各薬剤につ
いて，溶解液，投与時間まで丁寧に書かれているとこ
ろである．また，投与前基準，減量・中止基準，治療
再開基準，副作用対策まで書かれているため，このマ

ニュアルをそのまま，院内のレジメン審査委員会に提
出しても，問題なく承認されるであろう．また，肝機
能障害時，腎機能障害時での投与量減量基準にも詳細
に記載されているため，薬剤師だけでなく，専門医に
とっても役立つ情報が載せられている．抗がん剤を溶
解液に調製してしまったが，すぐに使う必要がなくなっ
た際に，どれくらいまで薬剤がもつかどうか，希釈後
の安定性についても書かれていて，おまけに，経口摂
取できなくなった患者さんが，胃チューブから投与し
なければならなくなった際に，経口抗がん剤の懸濁可
能性についてまでも書かれている．まさに，かゆいと
ころに手が届くマニュアルとなっている．
　このマニュアルのウィークポイントを強いて挙げる
と，現行の標準治療のレジメンをすべて網羅している
わけではないということである．すべての標準レジメ
ンを記載するとなると，もはやこのサイズと分量の本
にはできなくなってしまう．多くのレジメンは薬剤が
重複していたり，類似した薬剤が使われていたりする
ので，そのあたりは各自応用していただければよいと
思う．
　この『がん化学療法レジメン管理マニュアル』は，
かゆいところに手が届く，がん薬物療法を行う病院に
は，必携のマニュアルであると言ってよい．このマニュ
アルを皆に手に取っていただいて，がん薬物療法が安
全かつ正しく行われ，すべてのがん患者さんの治療が
適切に遂行できるようになることを願う．
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